
 

 

す
。
彫
刻
だ
け
で
な
く
、
石
刻
の

作
品
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
国
会
議
事
堂 

参
議
院
の
玉
座

の
彫
刻
（
鳳
凰
）
は
初
代
義
光
の

孫
に
あ
た
る
後
藤
義
孝
に
よ
る
も

の
だ
そ
う
で
す
。 

 

質
疑
応
答
で
は
、
「
初
代
義
光

の
代
表
作
は
何
で
す
か
？
」
と
い

う
会
員
か
ら
の
質
問
に
、
神
奈
川

県
浦
賀
の
西
叶
神
社
、
地
元
で
は

円
蔵
院(

北
朝
夷)

の
欄
間
と
回
答
。

他
に
日
枝
神
社(

白
間
津)

、
中
嶋
住

吉
寺(

南
朝
夷)

な
ど
の
名
前
も
あ
が

り
ま
し
た
。 

 

あ
っ
と
い
う
間
の
興
味
深
い
勉

強
会
で
し
た
。
稲
垣
さ
ん
は
最
後

に
「
地
元
で
生
ま
れ
、
数
々
の
作

品
を
残
し
て
い
っ
た
義
光
を
世
に

出
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
」
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

今
後
も
会
で
は
勉
強
会
や
実
際

作
品
を
見
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
、
千
倉
地
域
づ
く
り
協

議
会
『
き
ず
な
』
に
入
会
し
、
一

緒
に
活
動
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。 

－４－ 
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平成２４年 ８月 

第２５号 き ず な 通 心 

後藤利兵衛橘義光 
（1815～1902） 

本名 山口若松。文化12年 千倉

町北朝夷に、大工 弥兵衛の子

に生まれる。門人も多数おり、

その殆どは後藤姓を名乗った。

後藤義光銘は3代まで続いた。

明治35年 88歳で没し、西養

寺に眠っています。 

テーマ ：「 後藤利兵衛橘義光とその一門 」 

千倉出身の銘彫刻師 後藤義光勉強会 

館山市下真倉の彫刻師 

    稲垣祥三さん 

 

千
倉
地
域
づ
く
り
協
議
会
『
き
ず
な
』
主

催
で
、
千
倉
出
身
の
銘
彫
刻
師 

後
藤
義
光

の
勉
強
会
が
丂
月
二
十
日
（
金
）
に
朝
夷
行

政
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
館
山
市
下

真
倉
の
彫
刻
師 

稲
垣
祥
三
さ
ん
を
講
師
に

お
招
き
し
て
、
『
き
ず
な
』
会
員
二
十
四
人

が
参
加
し
、
約
一
時
間
半
の
勉
強
会
を
行
い

ま
し
た
。 

 

千
倉
地
域
づ
く
り
協
議
会
『
き
ず
な
』
豊

山
海
（
ほ
う
さ
ん
か
い
）
で
は
、
「
千
倉
の
埋

も
れ
た
資
源
を
調
査
し
、
掘
り
起
こ
す
」
を

今
年
度
の
活
動
計
画
の
一
つ
に
あ
げ
て
お

り
、
後
藤
義
光
に
興
味
の
あ
る
『
き
ず
な
』

会
員
と
と
も
に
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
稲
垣
さ
ん
に
、
初
代
義
光
の
生

涯
・
作
品
に
つ
い
て
、
初
代
義
光
の
門
人
に

つ
い
て
主
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
後
藤
義
光
は
こ
の
千
倉
で
生
ま
れ
、
二
十

三
歳
の
時
に
、
当
時
幕
府
お
か
か
え
の
宮
彫

師 

後
藤
派
の
一
人
、
東
京
日
本
橋
の
後
藤

三
次
郎
恒
俊
の
門
人
と
な
り
業
を
修
め
、
四

十
二
歳
の
時
に
千

倉
へ
帰
り
寺
社
の

彫
刻
を
手
が
け
ま

し
た
。 

 

作
品
は
安
房
や

東
京
・
神
奈
川
他

多
数
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
個
人
所
有

の
置
物
（
恵
比
寿

大
黒
な
ど
）
も
多

く

あ

る

よ

う

で

初代義光作  円蔵院の欄間 

ほぼ同じ時代にあの「波の
伊八」もいた!! 

勉強会の様子 

 

■ 千倉漁港周辺 クリーンキャンペーン 
 前号のきずな通心(２４号)でお知らせしましたとおり、千倉漁港周辺の 

美化活動を行います。都合のつく方は、是非ご参加ください。 

      ８月１９日（日）  ※ 小雨決行 

     午前 ８時４５分  千倉漁村センター前集合 

     午前 ９時      清掃開始 

     午前１０時      清掃終了 

    千倉漁港周辺を５区域に分けて実施 

 

        千倉地域づくり協議会『きずな』 

      平舘海を愛する会・東安房漁業協同組合・ 

     千倉水産加工組合・南房総市観光協会千倉支部 

ごみ袋は用意します。 

飲み物は各自でご用意 

ください。 

千倉漁港 

●朝夷商工会 

●漁協支所 

● 

至 

白
浜 

 

至 

丸
山 

【クリーンキャンペーン区域】 

漁協ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

商工会青年部主催    

８月２５日（土） 

午後３時～午後８時半 

入場無料 

児童による演奏・合唱、地元バンド

による演奏他 

模擬店もあります！ 

高家神社 
※雨天の場合、千倉社会福祉ｾﾝﾀｰ 

会社：南房総市谷向122番地1 

☎  0470-20-6177 
 

家具・建具・内装工事一式 

有限会社田仲木工所 ※ 掲載する面はお任せください 

☎ 0470-44-1113 

広告をぜひご利用ください。 

この通信は、千倉町約4,700世帯に 

配布されます。 

ご依頼は『きずな』事務局まで。 

※ この広告は南房総市の広告掲載基準 

  に準用して行います。 

 この大きさで  3,000円 

南房総ミュージックフェスタ 

自宅：南房総市千倉町白間津838番地63 

☎ 0470-43-8178 

FAX 0470-20-6178 

９月２３日（日） 

午前10時～午後3時 

たのくろ広場 （川戸区） 

秋の収穫祭 たのくろ里の村主催    

－ きずな通心 ２５号 － 

－1－ 

 初代義光作 

 久保神社の狛犬 

     （石刻） 

 

 

* 地元産品の直売 

* 模擬売店 

* ｵﾘｼﾞﾅﾙ案山子 

     ｺﾝﾃｽﾄ 



 

 

－2－ －3－ 

■ 刀主の誕生・料理教室・梅の植栽 

■ あいさつ運動について 
 千倉地域づくり協議会『きずな』では、毎月第１・３月曜日

に町内４つの小学校校門前であいさつ運動を行っています。６

月のきずなの会部会で、子ども達や先生の意見をお聞きしたい

という話があがり、もう一度その趣旨の説明を行い今後の取り

組みなどについて先生方からアドバイスをいただけたらという

ことで、千倉地区校長会に小沢部会長が訪問しました。 

◎ 料理教室 
 ここ１０年ほど、東京の下目黒小学校の児童の皆さんが自然

体験教室の一環でこの千倉を訪れ、料理教室を行っています。  

 ９月６日（木）に下目黒小学校の児童の皆さんが再び千倉を

訪れ、福祉センターで料理教室を行う予定です。春には「花の

ちらしずし」や「アジフライ」を作りましたが、今回は千倉の

食材を使用したどんな料理を作るのでしょうか！？ 

◎ 梅の植栽 
 毎年２月に高家神社では「梅見会」が行われていますが、谷津区の皆さん

協力のもと、高家学ぼう会では高家神社に紅梅・白梅・蝋梅 ３つの梅の植

栽をする準備をすすめています。 

5月17日春季例祭に執り行われた庖丁式 

中央は刀主の青木さん 

向かって右側の奥が堀江さん 

千倉地域づくり協議会『きずな』活動のようす 

4月25日の料理教室で作られた 

「花のちらしずし」と「アジフライ」 

９月４日（火）午後１時４５分～ 高家神社 

式題 「 菊花の鰍 」 

いなだ 

校長先生からの主なご意見・・ 
◎ 子どもが地域であいさつできたことを運動会の時に感謝 

  されました。あいさつ運動のおかげと思います。 

◎ 子ども達から声をかけてくれるようになってきているよ 

  うに思います。 

◎ 子ども達の意見については、現段階で聞くよりまだ見つ 

  めていて感じ取るのがよいのではないでしょうか。 等 

９月以降も活動を行っていきます。参加できる方はよろしくお願いいたします。 

 おはようございます 

◎ 庖丁式 新刀主の誕生！ 
 現在千倉には庖丁式を執り行う刀主は青木九二雄さん

おひとりだけですが、この千倉から新たな刀主が誕生し

ます。高家学ぼう会部会長の堀江洋一さんです。長年青

木さんのもとでその技や伝統を学び、この９月に堀江さ

んが刀主として庖丁式を執り行うことになりました。 

 庖丁式の見学に、東京都目黒区立下目黒小学校約40

名の児童と、同じく目黒区立田道(でんどう)小学校約50名

の児童が参加します。 

 皆さんも是非見にいらしてください。 

※ 平成２４年７月３１日現在の情報です 

南房総みんみんネット 

 きずな通心は、インターネット上でもご覧になれます。  （こちらはカラー版です。） 

   市民活動のかわらばん 「南房総みんみんネット」 

 
http://civil.mboso-etoko.jp/ 

検索 


